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1緒 言

肺結核の進行が病竈得燃に飲 砂、又は外來性或

は謄内性の再感染殊に血行性播種に依つて分期的

に蛮展する事 を夙に強調したのはSi滋 語,Rede・

ker,及 びNewman等 であつたが此 場合氏等は患

者のア レ鎚ギー歌態を殊に重覗 して居る｡

然 し乍 ら吾々が實際に臨床的立場に立つて多数

の肺結核患春を眺める場合.結 核の焚病や途展の

1:臭相が輩に結核菌と結髭アyル ギーのみでは理解

し難い様な幾多の症例に遭遇するのである｡此 等

のうち吾々の最 も關心 をひくのは混合感染の問題

であるが肺結核の混合感染に就、ぺζ臨床的に詳細

に槻察した報告は極めて少いので熊谷内科入院患

者の中か ら臨床的 に見て肺結核の嚢病ズは途虚に

封 して混合感染が著明に蘭與して居 ると考へ られ

る様な諸例 を墾げて肺結核に及ぼす混合感染の影

響に就いて総括的な考察を試みる次第であるo

2・ 喀 疲材 料 並 に喀 峻検査 方 法

＼
喀痩材Uは 早朝採取せる大なる喀湊塊 を減菌食

盤水を瀧した シヤー レ内で斑同 シヤー レを換へて

5,6圃 洗灘し其中心部を採 り一・部を結核菌染色

及びグラム染色に使用 し、一部 を家兎血液塞天平

板培地に培養し24時 聞～48時 聞後に聚 落 を槍

し更に各菌種に就いて純培養を行ひ其性状を検杏

した%洗 驚喀疲の礎部は食鞭水で浮游液を作 リマ

ゥスの腹腱内に注射 して肺炎双球菌の菌型鑑別に

使用した｡肺 炎双球薦の菌型鑑珊にはLeder愈

蹴製の家兎肺炎双球菌冤疫血清をffjひNeufeld現

象に依つてC・月operの32種 菌型に分類した｡

3肺 結核に於 ける混合戴染 の定義 と喀 ｡

チ1沖に検出せ らる ＼諸種細菌の意義

混 合 感 染 に 就V、 て は8chrd・ 璽・-Meimes,pterus.

chky及Kolle-Hetsch,Speロ91er等 に依つて夫々

種々の定蓉並びに分類が行はれて居るが實際に臨

床的に患者を見る場合此等種 々の概念 を遮 別する

事が必すしも容易でない事が屡々ある｡又 吾々の

咽頭粘膜や氣道中には生理的に も種々細菌が検出

せ られるので結核患者の喀湊中に検出せ らるる諸

種細菌の意義 を論する場合、極めて愼重でなけれ

ばな らないと考へ られ る｡

此虚では之等諸種細菌の意義に就V・て論する事

は暫 らく之 を措き臨床的に其症状、経過、X線 罵

眞像、血｡液所見や喀痩 所見 摩を綜合して結核菌以

外の諸鍾細菌が結核の獲病羊びに途展に關與した

と考へ られる場合に就いてのみ之 を混合感染と見

倣す事にした｡ .'

4肺 結稼に於ける混合感染の諸例と肺

結核に及ぼす混合戚染の影響に就て

肺結核の獲病や途展に封 して混合感染が關與 し

て居ると考へ られる ユ1釧 の患者に就いて肺結核

に及ぼ手棍合感染の影響 を要約すれば次の五つの

,揚合が見られる｡

イ)急 性肺炎が結核の獲病と關聯 を有する場合

2例pm2例 共肺炎双球菌性肺炎があつて之の病 竈

は間 もな く殆ど大部分吸牧したが一部陰影愛 り而

もi其後喀湊中に結核菌陽性となった｡

ロ)念 性肺炎が結核の病竈再燃さ關聯 を有する

場合1例6此 例は以前肺結核に罹つたが殆 ど治癒

し、念性肺炎の獲病と共に肺結核再燃 し、其後速

かな病竈の据大及び吸牧を示 し、喀湊中の結核菌

所見 も之れに俘つた｡

ノ・)肺炎双球菌性大葉性肺炎が大葉性乾酪性肪

炎の成立に關與 して居ると考へ られ る様な揚合1
　

例・即ち無自畳性肺結核があつたと思推せらるる'

1例 に於て定型的な格魯布姓肺炎の病像の下に獲

病 し・経過 し、死亡韓齢をとつたが之れが剖検の
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結果大葉性乾酪性肺炎であつた｡大 葉性乾酬 生肺
'炎の臨床症歌が屡 々格魯布性肺炎と極めて酷似す

るのは衆知の通 りであるが而し本例でば獲病と共

に喀綾中に多数の1型 肺炎双球菌が認められた｡

1型 が一般に氣道中の雑菌として存在する事が比

較的稀れな黙から臨床的に槻れ螺格魯布性肺炎か

ら大葉性乾酪性肺炎への移行 を考へ させ られるの .

である｡尚 ぼ本例は 「ツゴ皮内反磨陰 性 で あ つ

た、

二)肺 結核の経過中混合感染を起 し押進を繰 り

返 し比較的速かに死 亡韓麟 をとつた場合4例｡此

は何れ も輕症若 しくは中等症肺結核患者であ り押

進を繰 り返 して比較的速かに死亡韓蹄 をとつたの

であるが之の押進 を起 した時期 を詳 しく槍べて見

ると何縄 肺炎餓 菌・月較 双鞭 とイガ ルエ

ンザ菌、溶撤性連鎖歌球菌に依る混合感染であつ

光｡

ホ)混 合感染が肺結核の経過に封 して反つて好

影響を及ぼ したと考へ られる場合2例｡

.之 は肺結核の経過中に混合感染 を起 し、呉経過

後結核菌の浩失 を認めた場合であつて、混合感染

が肺結核の縫過に野 して好影響 を與へ恰 も一種の

刺戟療法の如 く作用 したと考へ られる場 合 で あ

る｡但 し此 は何れ も輕症肺結核患者であつた｡

11例 の混合感染例中7例 は肺炎双球菌に、2

例は肺炎双球菌及びZン フノvMン ザ菌に、2伊"は

溶血性蓮鎖歌球菌に依 る混合感染であつた｡混 合

感染時の熱型は稽留熱 を示 した場合2例 、弛張熱

6例"輕 微熱3例 であつた｡叉 此等諸例の大多鍛

は混合感染時に於て咳嶽喀痩の増加、胸痛、或は

胸内苦悶を訴べ呼吸困難を俘ひ喋径音の出現又は檜

加を認め白廊球数の増加並びに赤沈値の塚伽 を認

めたoX線 爲眞1象に就いて混合感染病竈の韓露 を

検べで見ると2鯛 はX線 窩眞陳に攣化なく(但 し

2例 共廣範園に肋膜肥厚あ り観察に不 便 で あつ

た)他 の9例 中3例 は陰影のlli現叉は増加を示 し

たまS吸 牧を見ないで死亡、1例 は病竈の縛館が

複雑で或は搬大 した り或は吸牧 した り複雑な経過

を辿つたが結局大部分吸牧 し、5例 は比較的速か

に陰影が消邊し疫｡混 合・感染時に於ける結核菌と

随伴菌 との醐の増減關係は複雑で此は細菌相互間

の拮抗作用又は共棲作用の轍か らのみ解決する事

は無理であつて混合感染に依 る個膿の抵抗力の攣

化、結緩アレルギーの攣調及び其の他諸事情が影

響するのではないかと考へ られる｡

5総 括 及結論

結核の焚病並びに途展に關與したと考へ 君,れる

混合感染の諸釧か ら肺結核に及ぼず混合感染の影

響 を要約 して見ると次の五つの場合を拳げる事が

出來る｡邸 ち

1)急 性肺炎が結核の獲病と醐聯 を有する場合

2) .念性肺炎が結核の再燃と關聯 を有する場合

3)肺 炎双球菌性大葉性肺炎が大葉性乾酪性肺

炎の成立に關輿して居るのではないかと考へ ら

れる揚合｡蝉

4)混 合感染が肺結核の経過に封 し著明に悪影
芝

響 を及ぼす場合｡

5)混 合感染が肺結核の経過に封 して寧ろ好影

響を笈ぼした檬に」見える場合｡

吾 々は以上め諸例より結核の螢病や途展に封す

る混合感染の意義 を或程度更に重硯する必要ある

事を感するのである｡(文 献省略)
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